
嘉飯事業所　岩田 喜與子さん（大正15年生まれ）
イワタ 　キ　ヨ　コ

2026年（令和８年）３月発行No.138

ふくし生協

2026年
（令和８年）

３月発行
No.138

福岡県高齢者福祉生活協同組合
〒810-0801 福岡市博多区中洲5丁目 1-22 松月堂ビル6F
TEL.092-282-1431　FAX.092-282-1433
E-mail：honbu@fukushiseikyou.jp
発行責任者：代表理事　花田 眞人

検索
ご投稿ありがとうございます。

みんなの

文芸文芸文芸
広 場

好きなまちでいきいきと暮らし、住み慣れたまちで安心して老いたい

▲ほのぼの消しゴム版画作品（版：加治美千代　字：鶴田輝子）

（12）

良い笑顔良い笑顔
つながれみんなのつながれみんなの

▲デイミナミ壁紙作品

▲長野光子（福岡市東区）

▲江上淑子（水巻町）

▲古門文江（行橋市）

動物と子どもが大好きな
心優しい岩田様
今年の３月で100歳を迎えます
健康の秘訣はよく食べること
まだまだ長生きするよ（^^）
とよく言葉にされます
目標を言葉にすることは
大事なことかもしれませんね

事 業 所 紹 介
ぬくもり事業所
（糟屋郡粕屋町）

　皆さま、こんにちは！ぬくもり事業所です！当事業所は糟屋郡粕屋町原町にて営業しております。
　１階は定員32名のデイサービス、２階は定員８名のシェアハウスぬくもり、そしてR７年11月よりお隣
にヘルパーステーションぬくもり（訪問介護事業所）が引っ越ししてきました。
　デイサービスでは利用者様のADL（日常生活動作）の維持を目標にひとりひとりにあったメニューを
立て職員がマンツーマンで運動に取り組んでいます。もっと頑張りたい！肩があがりやすくなったなど
の嬉しいお声も頂いています。
　年間の行事や行事食など楽しいイベントも多数行っています。春は桜、梅雨は紫陽花、バラなど四季
折々の花を見にドライブレクリエーションも行い皆様とても喜ばれています。おやつは愛情のこもった
手作りおやつをモットーに職員が頑張って作っています。
　昨年のフェスタでデイ職員がマツケンサンバを披露し利用者様は大喜びでした。是非、ぬくもりの
ヤスケンにも会いにきてください！ある利用者様より「ここは名前のとおりぬくもる場所でぬくもり
やね。」と言って頂いたことがあり本当に嬉しかったです。そんなぬくもりを感じられるような、またぬ
くもりに行きたいなと思えるようなデイサービスを目標に職員一同頑張っています！
　ホームページも日々更新し、イベントの写真や日々の利用者様の笑顔をたくさん載せさせていただ
いています。よかったら皆様ご覧になられてください。見学、体験利用、随時受付中です。是非ぬくもり
事業所に遊びにきてくださいね！ （所長　猪木原  崇子）

ヤスケンも
まっとるよ～オレ！！
ヤスケンも

まっとるよ～オレ！！
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2025年度の組織拡大活動へのご協力ありが
とうございました。2024年度に引き続き、各事
業所それぞれが独自でのフェスタの開催や事
業所での地域交流行事の開催など、ふくし生
協を地域に広げる活動を進めることができた
一年でした。

ともに繋がる・働く仲間づくりをすすめましょう！
組合員数
26年1月末　組合員数　 5157人
12月　 　　  新規加入者　 31名
 １月　　  　新規加入者　 18名

出資金額
１月末出資金総額　4億1,081万3,265円

　私たちのふくし生協では年1回、組合員の代

表（総代）が集まって、この1年間の活動や財政

がどうであったかをふりかえり、各地での活動を

報告し合います。

　そして、これからの1年間、どのようなことをめ

ざしてどんなふうに活動していくか、中長期の目

標にてらしながら、話し合い、確認し合うふくし

生協の最高議決機関としての総代会です。

　また、本年度は役員改選を予定しておりま

す。ぜひ、ご一緒に「明日」を語り合いましょう。詳

しくはお近くの事業所または本部へお問い合

せください。

二〇二六年度通常総代会
開催案内

理
事
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
理
事
会
審
議
・
決
定
事
項
】

　
１
月
理
事
会
で
は
、
審
議
・
決
定
事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
理
事
会
協
議
事
項
】

生
協
強
化
月
間
の
ま
と
め（
案
）に
つ
い
て

・
組
織
運
動
担
当
者
の
役
割
と
活
動

・
事
業
所
フ
ェ
ス
タ
、
地
域
交
流
行
事
の
開
催

・
相
談
活
動
と
ゆ
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
推
進

・
命
と
暮
ら
し
、
平
和
・
環
境
を
守
る
取
り
組
み

・
組
合
員
拡
大
・
出
資
金
増
資
の
取
り
組
み

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
全
職
員
・
全
組
合
員
で
取
り
組
む
と
い
う
点
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
組

合
員
活
動
は
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
、
拡
大
の
取
り
組
み
内
容
を
刷
新
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
協
議
を
行
い
ま
す
。

【
報
告
事
項
】

理
事
会
で
は
以
下
の
報
告
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

・
定
例
報
告（
法
人
報
告
、組
織
運
動
分
野
、事
業
経
営
分
野
、管
理
運
営
分
野
）

・
会
議
等
議
事
録
報
告

・
不
動
産
売
却
の
状
況

　
青
葉
の
物
件
は
３
、
４
０
０
万
円
で
売
却
し
、
12
月
19
日
に
所
有
権
移
転

を
終
了
し
ま
し
た
。
売
却
額
か
ら
諸
経
費
を
差
し
引
き
、
融
資
を
受
け
た

金
融
機
関
へ
３
、
１
８
０
万
円
を
返
済
し
抵
当
権
を
抹
消
し
ま
し
た
。

　
飯
倉
の
物
件
は
４
、
２
０
０
万
円
で
売
買
契
約
の
予
定
で
す
。
更
地
に
し

て
売
却
す
る
た
め
建
物
の
解
体
作
業
も
終
了
し
ま
し
た
。
所
有
権
移
転
手

続
き
は
２
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
係
争
事
案
の
進
捗
状
況

　
北
九
州
現
金
不
明
事
案
と
そ
れ
に
付
随
す
る
裁
判
に
つ
い
て
は
、
継
続
中

で
す
。

　
元
利
用
者
家
族
か
ら
の
告
訴
に
つ
い
て
は
、12
／
26
和
解
成
立
し
ま
し
た
。

　
経
費
不
正
受
給
事
案
に
つ
い
て
は
、
１
／
16
に
裁
判
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
次
回
は
２
／
24
で
す
。

・
２
０
２
５
年
12
月
度
決
算
報
告
お
よ
び
１
月
度
稼
働
状
況

・
そ
の
他
の
報
告
事
項
（
互
助
会
月
次
報
告
）

２
０
２
６
年
１
月
理
事
会
決
定
事
項
お
よ
び
報
告
事
項

１
月
理
事
会
で
討
議
し
た
事
項
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

2026年6月21日（日）
10時30分開会（16時終了予定）

福岡県高齢者福祉生活協同組合
第29回通常総代会

詳しくは最寄りの事業所までお問い合わせください

会場

日時

福岡県教育会館　3F会議室
（福岡市東区馬出4丁目2-17）

　2月8日に投開票された第51回衆院選では、与党が憲法「改正」の発議
ができる3分の2を超える議席数を得ることとなり、憲法改正への動きが一
気に加速しました。
介護・福祉をめぐっては、公定価格である介護報酬を臨時に改定し一定額
の上乗せが閣議決定されていますが、一方で来年の介護保険制度改定で
は、要介護１・２の保険はずしや介護利用料の負担増、ケアプラン作成の有
料化など、2021年と2024年の改定時には保留となっていた案が再び
待ったなしの案件として提起されることが予想されます。
　国が負うべき費用を削減し、利用者負担を大幅に増やすことになりかね
ない改悪案です。
　ふくし生協は県や地域の社会保障推進協
議会に加盟し、誰もが安心して介護を受ける
ことができ、これ以上高齢者の生活を壊すこ
とがない制度づくりを共に進めています。
　組合員の皆さんの「声」を集め、その意思
を署名に示し、国会へ届けましょう。署名用
紙はお近くの事業所に設置していますので、
どうぞお気軽にお越しください。
　皆様のご協力をよろしくお願いします。

国
会
請
願
署
名

前
年
を
上
回
る
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　生
協
強
化
月
間
か
ら
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た「
介
護
保
険
の
抜
本

改
善
署
名
」は
昨
年
の
第
一
次
提
出
に
引

き
続
き
、通
常
国
会
へ
の
提
出
を
目
指
し

て
２
月
末
ま
で
集
約
を
お
こ
な
い
、目
標

３
３
３
０
筆
に
対
し
て
１
９
３
７
筆（
達

成
率
５
８
・

２
％
）の
到
達

と
な
り
ま
し

た
。皆
様
の
ご

協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。引
き
つ
づ

き
、よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し

ま
す
。

介護保険制度を守ろう！声を上げよう！
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ふ
く
し
生
協
に
入
職
し
て
2
年
に

な
り
ま
す
。
管
理
者
に
任
命
さ
れ
て

十
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。

　
北
イ
タ
リ
ア
に
16
年
、
台
湾
に
10

年
滞
在
し
て
お
り
ま
し
た
。
日
本
で

は
一
般
企
業
で
働
い
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
特
技
は
ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
。
趣

味
で
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
キ
ッ
ク

ボ
ク
シ
ン
グ
を
習
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
伝
統
文
化
に
も
興
味
が
あ

り
、
特
に
茶
道
は
自
分
の
視
野
を
広

め
て
く
れ
、
海
外
か
ら
招
聘
さ
れ
る

き
っ
か
け
と
な
り
死
ぬ
ま
で
学
び
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も

と
茶
道
は
豊
臣
秀
吉
、
織
田
信
長
、

松
平
不
昧
公
、近
年
で
は
益
田
鈍
翁
、

松
永
耳
庵
と
い
っ
た
将
軍
、
大
名
、

財
閥
と
い
っ
た
男
性
が
好
ん
だ
も
の

で
す
。「
本
能
寺
の
変
は
な
ぜ
起
き

た
か
？
」
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
茶
道

が
原
因
と
さ
れ
る
説
な
ど
を
知
る
と

ま
す
ま
す
面
白
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　
特
に
講
師
と
し
て
台
湾
・
国
立
台

中
技
術
大
学
で
の
日
本
の
伝
統
文
化

論
の
講
義
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
た
数

年
は
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。

　
さ
て
福
祉
の
本
題
に
参
り
ま
し
ょ

う
。

　
私
が
学
ん
で
い
た
社
会
福
祉
科
に

は
、
高
齢
者
福
祉
の
単
位
は
無
く
、

児
童
福
祉
、
身
体
障
が
い
者
福
祉
な

ど
が
主
で
超
高
齢
化
社
会
を
誰
も
予

期
で
き
な
い
時
代
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
独
立
し
、
さ
て
人

生
の
残
り
時
間
を
ど
う
生
き
る
か
と

考
え
た
時
、
福
祉
を
学
ん
だ
の
に
生

業
に
し
な
か
っ
た
事
を
後
悔
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
介
護
職
の
一
員
に

な
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　「
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
み
な
み
」

に
入
職
し
た
際
は
こ
れ
ま
で
数
年
介

護
職
で
働
い
て
き
た
事
業
所
と
は

ま
っ
た
く
違
う
職
務
に
戸
惑
い
も
あ

り
ま
し
た
が
、
良
い
と
こ
ろ
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
職
員
の
「
や
さ
し
さ
」
と

「
連
携
」
が
良
い
で
す
。「
み
な
み
」

は
所
長
、
管
理
者
、
ケ
ア
マ
ネ
、
看

護
師
、
介
護
職
員
が
同
じ
立
ち
位
置

で
よ
り
良
い
支
援
の
た
め
に
意
見
を

言
い
合
え
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
介
護
で
も
、「
〇
〇
さ
ん
こ
れ

や
っ
と
い
て
。」
で
は
な
く
、
気
づ

い
た
職
員
が
排
泄
、
食
事
介
助
、
あ

る
い
は
時
間
が
空
い
た
職
員
が
入
浴

介
助
を
積
極
的
に
や
り
ま
す
。
こ
れ

は
強
み
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
の
取
り
組
み
と
し
て
は
常
に
黒

字
を
維
持
し
続
け
る
事
、
そ
の
た
め

に
は
ま
ず
、
利
用
者
様
の
支
援
を
怠

ら
な
い
事
、
出
来
る
限
り
の
要
望
に

お
応
え
し
て
い
く
事
。
利
用
者
様
、

ご
家
族
様
に
信
頼
さ
れ
る
事
は
最
も

大
切
な
事
で
す
。

　
ま
た
地
域
に
貢
献
出
来
る
事
業
所

で
あ
る
こ
と
。積
極
的
に
地
域
行
事
、

協
議
会
の
参
加
型
で
は
無
く
、
一
員

と
し
て
活
動
す
る
事
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

職
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

小規模多機能ホームみなみ
管理者

奥村 一二

「
若
者
が
犠
牲
、
戦
争
に
行
か
な
い

国
会
議
員
だ
け
で
決
め
る
な
ん
て

不
公
平
」の
訴
え

　
１
９
９
９
年
５
月
21
日
、
戦
争
へ

の
道
を
歩
み
出
し
た
「
周
辺
事
態

法
・
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
法
」
に
反
対

す
る
集
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、
私

も
「
自
治
体
職
員
は
赤
紙
を
ふ
た
た

び
配
ら
な
い
」
思
い
で
参
加
し
ま
し

た
。主
催
は
戦
争
に
即
座
に
動
員
さ

れ
る
陸
・
海
・
空
・
港
湾
関
係
20

労
働
組
合
。５
万
人
を
超
え
る
参
加

者
を
感
動
さ
せ
た
の
は
女
子
高
校

生
の
切
実
な
訴
え
で
し
た
。「
戦
争

の
一
番
の
被
害
者
は
私
た
ち
若
者

で
す
。そ
れ
な
の
に
、
ど
う
せ
戦
争

の
最
先
端
に
は
い
か
な
い
国
会
議

員
の
お
じ
さ
ん
た
ち
で
、
い
ま
ど
ん

ど
ん
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。そ

れ
っ
て
す
ご
く
不
公
平
だ
と
思
い

ま
す
。（
笑
い
と
大
き
な
拍
手
）一
人

ひ
と
り
の
声
や
行
動
は
小
さ
く
て

も
み
ん
な
が
手
を
つ
な
げ
ば
、
世
界

は
絶
対
に
動
き
ま
す
。私
は
今
ま
で

の
活
動
を
通
し
て
、
そ
う
実
感
し
て

き
ま
し
た
。希
望
の
持
て
る
平
和
な

未
来
を
、
若
者
の
願
い
と
こ
こ
に
集

ま
っ
た
み
な
さ
ん
と
つ
く
っ
て
い

き
た
い
（
と
て
も
大
き
な
拍
手
）」

（
集
会
記
録
集
か
ら
）。私
は
テ
ー
プ

に
録
音
し
て
い
て
、「
戦
争
N
O
！

九
条
改
憲
N
O
！
」
の
憲
法
運
動
の

際
に
は
、
必
ず
引
用
紹
介
し
ま
す
。

街
頭
宣
伝
で
テ
ー
プ
を
流
し
た
り

す
る
と
多
く
の
人
が
耳
を
傾
け
て

く
れ
ま
し
た
。本
当
に
勇
気
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。そ
の
時
、
思
い
出
し

た
の
が
「
戦
争
絶
滅
請
合
法
案
」
で

す
。

戦
争
始
め
た
人
が
戦
争
の
最
前
線

に
行
く
こ
と
を
定
め
た
『
戦
争
絶
滅

請
合
法
案
』

　
１
９
６
５
年
の
雑
誌
『
世
界
』
５

月
号
に
掲
載
さ
れ
た
政
治
思
想
史

家
丸
山
眞
男
の
論
文
「
憲
法
第
九
条

を
め
ぐ
る
若
干
の
考
察
」
の
中
で
、

自
由
主
義
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
長
谷

川
如
是
閑
が
主
筆
の
雑
誌
『
我
等
』

（
１
９
２
９
年
１
月
号
）
で
「
デ
ン

マ
ー
ク
の
陸
軍
大
将
フ
リ
ッ
ツ
・

ホ
ル
ン
氏
が
冗
談
に
作
っ
た
法
案

が
戦
争
絶
滅
請
合
法
で
、『
各
国
政

府
は
、
宣
戦
布
告
又
は
戦
争
開
始
後

10
時
間
以
内
に
、
国
家
の
元
首
（
た

だ
し
男
子
）
次
に
総
理
大
臣
・
各
国

務
大
臣
、
次
に
次
官
、
そ
れ
か
ら
国

会
議
員
（
戦
争
反
対
議
員
は
除
く
）

そ
れ
か
ら
戦
争
を
煽
っ
た
宗
教
家
、

こ
の
順
番
で
最
前
線
に
（
最
下
級
の

兵
士
と
し
て
）
送
り
出
す
』
こ
れ
で

戦
争
を
絶
滅
す
る
こ
と
は
請
合
い

と
い
う
わ
け
」
と
紹
介
し
、
如
是
閑

は
「
こ
れ
が
実
行
さ
れ
る
に
は
、
戦

争
絶
滅
請
合
法
採
用
法
が
さ
ら
に

必
要
」
と
結
ん
だ
と
丸
山
は
述
べ
て

い
ま
す
。男
子
だ
け
だ
と
戦
争
を
絶

滅
で
き
な
い
の
で
、
彼
ら
の
夫
人
・

娘
も
同
じ
戦
線
で
看
護
業
務
に
従

事
す
る
義
務
を
定
め
た
も
の
。こ
の

「
採
用
法
」
は
「
長
谷
川
の
発
案
だ

と
」
と
丸
山
も
述
べ
ま
す
が
、
私
は

こ
こ
に
如
是
閑
の
知
恵
が
発
露
さ

れ
た
の
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。残

念
な
が
ら
こ
の
法
案
を
検
討
し
た

国
は
あ
り
ま
せ
ん
。提
案
者
ホ
ル
ム

は
冗
談
で
作
っ
た
と
紹
介
さ
れ
ま

し
た
が
、
現
在
展
開
さ
れ
て
い
る
武

力
行
使
に
よ
る
戦
争
や
闘
争
を
み

れ
ば
、
こ
の
法
律
が
あ
っ
た
ら
と
節

に
望
む
の
は
自
然
な
気
が
し
ま
す
。

「
誰
が
戦
争
を
始
め
、
誰
が
犠
牲
に

な
る
の
か
、
誰
が
利
益
を
得
る
の

か
」鋭
く
問
う
必
要

　
総
選
挙
後
、
に
わ
か
に
そ
し
て
勇

ま
し
く
「
憲
法
を
変
え
る
」
こ
と
や

異
常
な
軍
拡
を
強
弁
す
る
人
の
発

言
に
背
筋
が
ぞ
っ
と
と
す
る
の
は

私
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。選
挙

で
多
数
を
獲
得
し
た
の
で
、
政
権
の

思
う
ま
ま
に
進
め
よ
う
と
す
る
危

う
さ
を
感
じ
ま
す
。戦
前
の
謳
い
文

句
も
「
国
際
情
勢
の
厳
し
さ
」
だ
っ

た
し
、
今
も
「
一
層
厳
し
く
な
っ
て

い
る
安
全
保
障
環
境
」
が
ひ
た
す
ら

強
弁
さ
れ
ま
す
が
、
現
在
の
世
界
各

地
で
武
力
に
よ
っ
て
犠
牲
に
な
っ

て
い
る
人
々
は
、
戦
争
を
始
め
た
人

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。高
校
生
の
訴
え

も
長
谷
川
如
是
閑
氏
が
紹
介
し
た

「
戦
争
絶
滅
請
合
法
案
」
も
、「
だ
れ

が
戦
争
を
始
め
，
だ
れ
が
犠
牲
に
な

る
の
か
、
そ
し
て
誰
が
儲
け
る
の

か
」
を
鋭
く
問
う
て
い
ま
す
。日
本

国
憲
法
が
公
布
さ
れ
て
80
年
の
今

年
、「
あ
の
年
が
戦
争
へ
と
一
気
に

突
き
進
ん
だ
」
と
、
後
世
に
残
さ
な

い
た
め
憲
法
前
文
の
実
現
に
む
け

て
、
戦
争
絶
滅
請
合
法
案
条
文
を
何

度
も
読
み
直
し
て
い
ま
す
。

（
日
下
部
恭
久

　東
区
香
椎
在
住
）

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い「
文
庫
の
主
人
公
」
そ
の
11国立台中技術大学での講演

女
子
高
校
生
の
訴
え
と
戦
争
絶
滅
請
合
法
案
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ふ
く
し
生
協
に
入
職
し
て
2
年
に

な
り
ま
す
。
管
理
者
に
任
命
さ
れ
て

十
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。

　
北
イ
タ
リ
ア
に
16
年
、
台
湾
に
10

年
滞
在
し
て
お
り
ま
し
た
。
日
本
で

は
一
般
企
業
で
働
い
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
特
技
は
ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
。
趣

味
で
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
キ
ッ
ク

ボ
ク
シ
ン
グ
を
習
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
伝
統
文
化
に
も
興
味
が
あ

り
、
特
に
茶
道
は
自
分
の
視
野
を
広

め
て
く
れ
、
海
外
か
ら
招
聘
さ
れ
る

き
っ
か
け
と
な
り
死
ぬ
ま
で
学
び
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も

と
茶
道
は
豊
臣
秀
吉
、
織
田
信
長
、

松
平
不
昧
公
、近
年
で
は
益
田
鈍
翁
、

松
永
耳
庵
と
い
っ
た
将
軍
、
大
名
、

財
閥
と
い
っ
た
男
性
が
好
ん
だ
も
の

で
す
。「
本
能
寺
の
変
は
な
ぜ
起
き

た
か
？
」
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
茶
道

が
原
因
と
さ
れ
る
説
な
ど
を
知
る
と

ま
す
ま
す
面
白
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　
特
に
講
師
と
し
て
台
湾
・
国
立
台

中
技
術
大
学
で
の
日
本
の
伝
統
文
化

論
の
講
義
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
た
数

年
は
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。

　
さ
て
福
祉
の
本
題
に
参
り
ま
し
ょ

う
。

　
私
が
学
ん
で
い
た
社
会
福
祉
科
に

は
、
高
齢
者
福
祉
の
単
位
は
無
く
、

児
童
福
祉
、
身
体
障
が
い
者
福
祉
な

ど
が
主
で
超
高
齢
化
社
会
を
誰
も
予

期
で
き
な
い
時
代
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
独
立
し
、
さ
て
人

生
の
残
り
時
間
を
ど
う
生
き
る
か
と

考
え
た
時
、
福
祉
を
学
ん
だ
の
に
生

業
に
し
な
か
っ
た
事
を
後
悔
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
介
護
職
の
一
員
に

な
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　「
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
み
な
み
」

に
入
職
し
た
際
は
こ
れ
ま
で
数
年
介

護
職
で
働
い
て
き
た
事
業
所
と
は

ま
っ
た
く
違
う
職
務
に
戸
惑
い
も
あ

り
ま
し
た
が
、
良
い
と
こ
ろ
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
職
員
の
「
や
さ
し
さ
」
と

「
連
携
」
が
良
い
で
す
。「
み
な
み
」

は
所
長
、
管
理
者
、
ケ
ア
マ
ネ
、
看

護
師
、
介
護
職
員
が
同
じ
立
ち
位
置

で
よ
り
良
い
支
援
の
た
め
に
意
見
を

言
い
合
え
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
介
護
で
も
、「
〇
〇
さ
ん
こ
れ

や
っ
と
い
て
。」
で
は
な
く
、
気
づ

い
た
職
員
が
排
泄
、
食
事
介
助
、
あ

る
い
は
時
間
が
空
い
た
職
員
が
入
浴

介
助
を
積
極
的
に
や
り
ま
す
。
こ
れ

は
強
み
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
の
取
り
組
み
と
し
て
は
常
に
黒

字
を
維
持
し
続
け
る
事
、
そ
の
た
め

に
は
ま
ず
、
利
用
者
様
の
支
援
を
怠

ら
な
い
事
、
出
来
る
限
り
の
要
望
に

お
応
え
し
て
い
く
事
。
利
用
者
様
、

ご
家
族
様
に
信
頼
さ
れ
る
事
は
最
も

大
切
な
事
で
す
。

　
ま
た
地
域
に
貢
献
出
来
る
事
業
所

で
あ
る
こ
と
。積
極
的
に
地
域
行
事
、

協
議
会
の
参
加
型
で
は
無
く
、
一
員

と
し
て
活
動
す
る
事
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

職
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
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小規模多機能ホームみなみ
管理者
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「
若
者
が
犠
牲
、
戦
争
に
行
か
な
い

国
会
議
員
だ
け
で
決
め
る
な
ん
て

不
公
平
」の
訴
え

　
１
９
９
９
年
５
月
21
日
、
戦
争
へ

の
道
を
歩
み
出
し
た
「
周
辺
事
態

法
・
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
法
」
に
反
対

す
る
集
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、
私

も
「
自
治
体
職
員
は
赤
紙
を
ふ
た
た

び
配
ら
な
い
」
思
い
で
参
加
し
ま
し

た
。主
催
は
戦
争
に
即
座
に
動
員
さ

れ
る
陸
・
海
・
空
・
港
湾
関
係
20

労
働
組
合
。５
万
人
を
超
え
る
参
加

者
を
感
動
さ
せ
た
の
は
女
子
高
校

生
の
切
実
な
訴
え
で
し
た
。「
戦
争

の
一
番
の
被
害
者
は
私
た
ち
若
者

で
す
。そ
れ
な
の
に
、
ど
う
せ
戦
争

の
最
先
端
に
は
い
か
な
い
国
会
議

員
の
お
じ
さ
ん
た
ち
で
、
い
ま
ど
ん

ど
ん
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。そ

れ
っ
て
す
ご
く
不
公
平
だ
と
思
い

ま
す
。（
笑
い
と
大
き
な
拍
手
）一
人

ひ
と
り
の
声
や
行
動
は
小
さ
く
て

も
み
ん
な
が
手
を
つ
な
げ
ば
、
世
界

は
絶
対
に
動
き
ま
す
。私
は
今
ま
で

の
活
動
を
通
し
て
、
そ
う
実
感
し
て

き
ま
し
た
。希
望
の
持
て
る
平
和
な

未
来
を
、
若
者
の
願
い
と
こ
こ
に
集

ま
っ
た
み
な
さ
ん
と
つ
く
っ
て
い

き
た
い
（
と
て
も
大
き
な
拍
手
）」

（
集
会
記
録
集
か
ら
）。私
は
テ
ー
プ

に
録
音
し
て
い
て
、「
戦
争
N
O
！

九
条
改
憲
N
O
！
」
の
憲
法
運
動
の

際
に
は
、
必
ず
引
用
紹
介
し
ま
す
。

街
頭
宣
伝
で
テ
ー
プ
を
流
し
た
り

す
る
と
多
く
の
人
が
耳
を
傾
け
て

く
れ
ま
し
た
。本
当
に
勇
気
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。そ
の
時
、
思
い
出
し

た
の
が
「
戦
争
絶
滅
請
合
法
案
」
で

す
。

戦
争
始
め
た
人
が
戦
争
の
最
前
線

に
行
く
こ
と
を
定
め
た
『
戦
争
絶
滅

請
合
法
案
』

　
１
９
６
５
年
の
雑
誌
『
世
界
』
５

月
号
に
掲
載
さ
れ
た
政
治
思
想
史

家
丸
山
眞
男
の
論
文
「
憲
法
第
九
条

を
め
ぐ
る
若
干
の
考
察
」
の
中
で
、

自
由
主
義
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
長
谷

川
如
是
閑
が
主
筆
の
雑
誌
『
我
等
』

（
１
９
２
９
年
１
月
号
）
で
「
デ
ン

マ
ー
ク
の
陸
軍
大
将
フ
リ
ッ
ツ
・

ホ
ル
ン
氏
が
冗
談
に
作
っ
た
法
案

が
戦
争
絶
滅
請
合
法
で
、『
各
国
政

府
は
、
宣
戦
布
告
又
は
戦
争
開
始
後

10
時
間
以
内
に
、
国
家
の
元
首
（
た

だ
し
男
子
）
次
に
総
理
大
臣
・
各
国

務
大
臣
、
次
に
次
官
、
そ
れ
か
ら
国

会
議
員
（
戦
争
反
対
議
員
は
除
く
）

そ
れ
か
ら
戦
争
を
煽
っ
た
宗
教
家
、

こ
の
順
番
で
最
前
線
に
（
最
下
級
の

兵
士
と
し
て
）
送
り
出
す
』
こ
れ
で

戦
争
を
絶
滅
す
る
こ
と
は
請
合
い

と
い
う
わ
け
」
と
紹
介
し
、
如
是
閑

は
「
こ
れ
が
実
行
さ
れ
る
に
は
、
戦

争
絶
滅
請
合
法
採
用
法
が
さ
ら
に

必
要
」
と
結
ん
だ
と
丸
山
は
述
べ
て

い
ま
す
。男
子
だ
け
だ
と
戦
争
を
絶

滅
で
き
な
い
の
で
、
彼
ら
の
夫
人
・

娘
も
同
じ
戦
線
で
看
護
業
務
に
従

事
す
る
義
務
を
定
め
た
も
の
。こ
の

「
採
用
法
」
は
「
長
谷
川
の
発
案
だ

と
」
と
丸
山
も
述
べ
ま
す
が
、
私
は

こ
こ
に
如
是
閑
の
知
恵
が
発
露
さ

れ
た
の
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。残

念
な
が
ら
こ
の
法
案
を
検
討
し
た

国
は
あ
り
ま
せ
ん
。提
案
者
ホ
ル
ム

は
冗
談
で
作
っ
た
と
紹
介
さ
れ
ま

し
た
が
、
現
在
展
開
さ
れ
て
い
る
武

力
行
使
に
よ
る
戦
争
や
闘
争
を
み

れ
ば
、
こ
の
法
律
が
あ
っ
た
ら
と
節

に
望
む
の
は
自
然
な
気
が
し
ま
す
。

「
誰
が
戦
争
を
始
め
、
誰
が
犠
牲
に

な
る
の
か
、
誰
が
利
益
を
得
る
の

か
」鋭
く
問
う
必
要

　
総
選
挙
後
、
に
わ
か
に
そ
し
て
勇

ま
し
く
「
憲
法
を
変
え
る
」
こ
と
や

異
常
な
軍
拡
を
強
弁
す
る
人
の
発

言
に
背
筋
が
ぞ
っ
と
と
す
る
の
は

私
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。選
挙

で
多
数
を
獲
得
し
た
の
で
、
政
権
の

思
う
ま
ま
に
進
め
よ
う
と
す
る
危

う
さ
を
感
じ
ま
す
。戦
前
の
謳
い
文

句
も
「
国
際
情
勢
の
厳
し
さ
」
だ
っ

た
し
、
今
も
「
一
層
厳
し
く
な
っ
て

い
る
安
全
保
障
環
境
」
が
ひ
た
す
ら

強
弁
さ
れ
ま
す
が
、
現
在
の
世
界
各

地
で
武
力
に
よ
っ
て
犠
牲
に
な
っ

て
い
る
人
々
は
、
戦
争
を
始
め
た
人

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。高
校
生
の
訴
え

も
長
谷
川
如
是
閑
氏
が
紹
介
し
た

「
戦
争
絶
滅
請
合
法
案
」
も
、「
だ
れ

が
戦
争
を
始
め
，
だ
れ
が
犠
牲
に
な

る
の
か
、
そ
し
て
誰
が
儲
け
る
の

か
」
を
鋭
く
問
う
て
い
ま
す
。日
本

国
憲
法
が
公
布
さ
れ
て
80
年
の
今

年
、「
あ
の
年
が
戦
争
へ
と
一
気
に

突
き
進
ん
だ
」
と
、
後
世
に
残
さ
な

い
た
め
憲
法
前
文
の
実
現
に
む
け

て
、
戦
争
絶
滅
請
合
法
案
条
文
を
何

度
も
読
み
直
し
て
い
ま
す
。

（
日
下
部
恭
久

　東
区
香
椎
在
住
）

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い「
文
庫
の
主
人
公
」
そ
の
11国立台中技術大学での講演

女
子
高
校
生
の
訴
え
と
戦
争
絶
滅
請
合
法
案
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追
い
つ
か
な
い
年
金
額
ア
ッ
プ
！

Q
　
夫
は
昨
年
75
歳
に
な
っ
て
仕
事

を
リ
タ
イ
ア
。妻
も
今
年
70
歳
に
な
る

の
で
パ
ー
ト
の
仕
事
を
辞
め
る
予
定

で
す
。年
金
だ
け
の
暮
ら
し
に
な
り
ま

す
が
、
４
月
か
ら
の
年
金
額
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

A
　
今
年
４
月
（
6
月
15
日
支
給
分
）

か
ら
、
年
金
額
は
上
が
る
と
決
定
し
ま

し
た
。年
金
額
は
人
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で

の
40
年
間
す
べ
て
保
険
料
を
支
払
っ

た
人
（
会
社
員
や
公
務
員
の
配
偶
者
で

あ
る
第
3
号
被
保
険
者
期
間
も
含
む
）

が
国
民
年
金
か
ら
受
け
取
る
年
金
額

（
老
齢
基
礎
年
金
）
は
、
年
額
で
1
5
，

6
0
0
円（
月
額
で
1
，3
0
0
円
）増

え
ま
す
。未
納
期
間
が
あ
る
人
は
、未
納

期
間
に
応
じ
て
増
え
方
も
少
な
く
な

り
ま
す
。会
社
員
な
ど
厚
生
年
金
か
ら

年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
人
の
年
金

額
（
老
齢
厚
生
年
金
）
も
増
え
ま
す
。老

齢
厚
生
年
金
額
は
現
役
時
代
の
給
料

や
ボ
ー
ナ
ス
、
厚
生
年
金
加
入
期
間
を

元
に
計
算
さ
れ
る
の
で
、
い
く
ら
増
え

る
か
を
金
額
と
し
て
は
示
せ
ま
せ
ん

が
、
２
％
の
引
上
げ
に
な
る
と
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
国
が
発
表
し
た
物
価
変
動
率
は
3
・

2
％
で
、
賃
金
の
上
昇
率
は
2
・
1
％

で
す
。年
金
額
改
定
に
は
ル
ー
ル
が

あ
っ
て
、物
価
の
上
昇
率
よ
り
、賃
金
の

上
昇
率
が
低
け
れ
ば
、
賃
金
の
上
昇
率

に
合
わ
せ
て
年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま

す
。さ
ら
に
今
回
は
平
均
余
命
が
伸
び

た
の
で
（
つ
ま
り
年
金
支
給
額
が
増
え

る
の
で
）そ
の
分
減
額
さ
れ
ま
す
。こ
れ

は
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
と
い
う
仕

組
み
に
よ
る
も
の
で
す
。結
局
、年
金
額

の
引
上
げ
は
、国
民
年
金
は
1
・
9
％
、

厚
生
年
金
は
2
・
0
％
で
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
年
金
額
が
上

が
っ
て
も
、
物
価
上
昇
に
追
い
つ
か
な

い
と
い
う
状
態
で
す
。毎
年
毎
年
、生
活

レ
ベ
ル
が
下
げ
ら
れ
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
す
。年
金
以
外
に
収
入
を
補
う

手
段
の
あ
る
人
は
、
実
質
的
な
年
金
目

減
り
分
を
ま
か
な
う
こ
と
も
で
き
る

で
し
ょ
う
。し
か
し
、収
入
が
年
金
だ
け

の
人
が
生
活
レ
ベ
ル
を
維
持
し
よ
う

と
す
れ
ば
、
預
貯
金
の
取
り
崩
し
に
頼

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
先
の
不
安

が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
家
計
全

体
の
見
直
し
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
年
金
制
度
を
国
に
求

め
て
い
く
こ
と
は
大
切
で
す
。せ
め
て

物
価
上
昇
分
の
年
金
額
ア
ッ
プ
は
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

（
理
事
長

　社
会
保
険
労
務
士

　菅
野
美
和
子
）

知
恵
の
輪 

〜 

コ
ラ
ム

　定年後などにピアノを始める人（再開する人）も多いものです。ピアノの練習は意外に孤独なもの。弾き合い会でみんなで
ピアノを楽しみ、ワイワイ語りませんか。
　第 1回ピアノ弾き合い会を計画していますので、ぜひご参加ください。会場の都合で人数に制限があります。希望される方
はお早目に。
条件： ①ふくし生協の組合員（新規加入者もOK）　②おとなの方　
　　　③ピアノを楽しむ方（初心者歓迎）→１～２曲、持ち寄ります。
日時：第 1回は４月11日（土）　13：30 ～15：30　場所：福岡市城南区（詳細は本人へご連絡）
費用：初回は無料。次回以降はお茶菓子代程度。

希望される方は、０９０－３６６６－４１３８（すがの）へショートメールでお願いします。ピアノ弾き合
い会希望と書いて、氏名、住所、連絡先電話番号をお知らせください。詳細を郵送でお送りします。　

企画者・責任者：菅野美和子（ふくし生協組合員）

あ
な
た
の
自
分
史
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

昨年に引き続き、桜と笑顔の写真作品コンテストを開催いた
します。今回は事業所だけでなく、組合員の皆さんからも広く
募集をしたいと思います。ぜひ奮ってご応募ください。

応募条件：①2026年に撮影したもの
　　　　  ②桜と一緒に写っていること
応募期間：令和８年４月１日（水）～４月30日（木）

さくらフォトコンテスト作品大募集

※ご応募いただいた写真はひゃくさい紙面・生協HPへ掲載させていただく予定です。

（優勝作品にはささやかなプレゼントがあります）

さくらフォトコンテスト作品大募集

家系図（図１）

　
こ
こ
に
１
冊
の
自
分
史
「
糟
屋
町
議
会
議
員
竹
森
幸
男
さ
ん
の
自
分

史
」が
あ
り
ま
す
、わ
れ
わ
れ
ふ
く
し
生
協
を
作
り
、先
駆
者
と
し
て
運
動

の
先
端
を
行
き
、糟
屋
給
食
セ
ン
タ
ー
を
前
身
と
し
た
ぬ
く
も
り
を
作
っ

た
方
の
１
冊
で
し
た
。

　
わ
た
し
も
母
の
自
分
史
を
作
り
た
い
と
の
お
も
い
が
あ
り
、母
も
希
望

し
て
い
ま
し
た
の
で
、
大
変
に
興
味
深
く
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。そ
し

て
、実
際
に
作
業
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

　
そ
の
際
の
壁
が
、
母
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
し
た
。90
歳
の
母

に
は
母
の
父
母
の
名
前
し
か
わ
か
ら
ず
、祖
父
母
の
姓
も
名
も
ま
っ
た
く

知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
母
方
の
役
所
は
大
分
県
国
東
市
、
父
方
は
阿
蘇
郡
黒
川
村
、
と
い
う
こ

と
し
か
わ
か
ら
ず
、そ
の
役
場
ま
で
90
歳
の
母
を
連
れ
て
行
っ
て
戸
籍
を

取
り
、手
繰
る
の
か
と
行
く
手
が
は
ば
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
と
き
に
東
京
の
次
女
か
ら
本
籍
地
の
直
方
市
役
所
で
か
な
り

上
の
方
ま
で
遡
っ
て
戸
籍
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
情
報
を
得
ま
し

た
。長
男
が
市
役
所
に
行
き
、江
戸
時
代
ま
で
、４
代
前
ま
で
の
戸
籍
謄
本

を
取
得
で
き
ま
し
た
。（
2
0
，0
0
0
円
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。）

　
そ
れ
で
出
来
上
が
っ
た
の
が
、
こ
の
家
系
図（
図
１
）で
す
。こ
れ
か
ら
母

の
自
分
史
編
纂
に
入
り
ま
す
。耳
の
悪
い
母
へ
の
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し

た
。何
度
も
同
じ
話
を
繰
り
返
し
、
枝
葉
の
話
。そ
れ
ら
を
書
き
起
こ
し
て
、

母
の
希
望
に
添
っ
た
自
分
史
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。み
な
さ
ん
も
戸
籍

を
取
り
寄
せ
て
み
て
、
家
系
図
を
作
っ
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ご
要
望
が
あ
れ
ば
、続
編
で
、そ
の
後
を
投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
直
方
組
合
員

　ペ
ン
ネ
ー
ム 

そ
う
の
ま
や
）

ピアノサークル  弾き合い会   募集中
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追
い
つ
か
な
い
年
金
額
ア
ッ
プ
！

Q
　
夫
は
昨
年
75
歳
に
な
っ
て
仕
事

を
リ
タ
イ
ア
。妻
も
今
年
70
歳
に
な
る

の
で
パ
ー
ト
の
仕
事
を
辞
め
る
予
定

で
す
。年
金
だ
け
の
暮
ら
し
に
な
り
ま

す
が
、
４
月
か
ら
の
年
金
額
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

A
　
今
年
４
月
（
6
月
15
日
支
給
分
）

か
ら
、
年
金
額
は
上
が
る
と
決
定
し
ま

し
た
。年
金
額
は
人
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で

の
40
年
間
す
べ
て
保
険
料
を
支
払
っ

た
人
（
会
社
員
や
公
務
員
の
配
偶
者
で

あ
る
第
3
号
被
保
険
者
期
間
も
含
む
）

が
国
民
年
金
か
ら
受
け
取
る
年
金
額

（
老
齢
基
礎
年
金
）
は
、
年
額
で
1
5
，

6
0
0
円（
月
額
で
1
，3
0
0
円
）増

え
ま
す
。未
納
期
間
が
あ
る
人
は
、未
納

期
間
に
応
じ
て
増
え
方
も
少
な
く
な

り
ま
す
。会
社
員
な
ど
厚
生
年
金
か
ら

年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
人
の
年
金

額
（
老
齢
厚
生
年
金
）
も
増
え
ま
す
。老

齢
厚
生
年
金
額
は
現
役
時
代
の
給
料

や
ボ
ー
ナ
ス
、
厚
生
年
金
加
入
期
間
を

元
に
計
算
さ
れ
る
の
で
、
い
く
ら
増
え

る
か
を
金
額
と
し
て
は
示
せ
ま
せ
ん

が
、
２
％
の
引
上
げ
に
な
る
と
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
国
が
発
表
し
た
物
価
変
動
率
は
3
・

2
％
で
、
賃
金
の
上
昇
率
は
2
・
1
％

で
す
。年
金
額
改
定
に
は
ル
ー
ル
が

あ
っ
て
、物
価
の
上
昇
率
よ
り
、賃
金
の

上
昇
率
が
低
け
れ
ば
、
賃
金
の
上
昇
率

に
合
わ
せ
て
年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま

す
。さ
ら
に
今
回
は
平
均
余
命
が
伸
び

た
の
で
（
つ
ま
り
年
金
支
給
額
が
増
え

る
の
で
）そ
の
分
減
額
さ
れ
ま
す
。こ
れ

は
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
と
い
う
仕

組
み
に
よ
る
も
の
で
す
。結
局
、年
金
額

の
引
上
げ
は
、国
民
年
金
は
1
・
9
％
、

厚
生
年
金
は
2
・
0
％
で
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
年
金
額
が
上

が
っ
て
も
、
物
価
上
昇
に
追
い
つ
か
な

い
と
い
う
状
態
で
す
。毎
年
毎
年
、生
活

レ
ベ
ル
が
下
げ
ら
れ
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
す
。年
金
以
外
に
収
入
を
補
う

手
段
の
あ
る
人
は
、
実
質
的
な
年
金
目

減
り
分
を
ま
か
な
う
こ
と
も
で
き
る

で
し
ょ
う
。し
か
し
、収
入
が
年
金
だ
け

の
人
が
生
活
レ
ベ
ル
を
維
持
し
よ
う

と
す
れ
ば
、
預
貯
金
の
取
り
崩
し
に
頼

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
先
の
不
安

が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
家
計
全

体
の
見
直
し
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
年
金
制
度
を
国
に
求

め
て
い
く
こ
と
は
大
切
で
す
。せ
め
て

物
価
上
昇
分
の
年
金
額
ア
ッ
プ
は
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

（
理
事
長

　社
会
保
険
労
務
士

　菅
野
美
和
子
）

知
恵
の
輪 

〜 

コ
ラ
ム

　定年後などにピアノを始める人（再開する人）も多いものです。ピアノの練習は意外に孤独なもの。弾き合い会でみんなで
ピアノを楽しみ、ワイワイ語りませんか。
　第 1回ピアノ弾き合い会を計画していますので、ぜひご参加ください。会場の都合で人数に制限があります。希望される方
はお早目に。
条件： ①ふくし生協の組合員（新規加入者もOK）　②おとなの方　
　　　③ピアノを楽しむ方（初心者歓迎）→１～２曲、持ち寄ります。
日時：第 1回は４月11日（土）　13：30 ～15：30　場所：福岡市城南区（詳細は本人へご連絡）
費用：初回は無料。次回以降はお茶菓子代程度。

希望される方は、０９０－３６６６－４１３８（すがの）へショートメールでお願いします。ピアノ弾き合
い会希望と書いて、氏名、住所、連絡先電話番号をお知らせください。詳細を郵送でお送りします。　

企画者・責任者：菅野美和子（ふくし生協組合員）

あ
な
た
の
自
分
史
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

昨年に引き続き、桜と笑顔の写真作品コンテストを開催いた
します。今回は事業所だけでなく、組合員の皆さんからも広く
募集をしたいと思います。ぜひ奮ってご応募ください。

応募条件：①2026年に撮影したもの
　　　　  ②桜と一緒に写っていること
応募期間：令和８年４月１日（水）～４月30日（木）

さくらフォトコンテスト作品大募集

※ご応募いただいた写真はひゃくさい紙面・生協HPへ掲載させていただく予定です。

（優勝作品にはささやかなプレゼントがあります）

さくらフォトコンテスト作品大募集

家系図（図１）

　
こ
こ
に
１
冊
の
自
分
史
「
糟
屋
町
議
会
議
員
竹
森
幸
男
さ
ん
の
自
分

史
」が
あ
り
ま
す
、わ
れ
わ
れ
ふ
く
し
生
協
を
作
り
、先
駆
者
と
し
て
運
動

の
先
端
を
行
き
、糟
屋
給
食
セ
ン
タ
ー
を
前
身
と
し
た
ぬ
く
も
り
を
作
っ

た
方
の
１
冊
で
し
た
。

　
わ
た
し
も
母
の
自
分
史
を
作
り
た
い
と
の
お
も
い
が
あ
り
、母
も
希
望

し
て
い
ま
し
た
の
で
、
大
変
に
興
味
深
く
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。そ
し

て
、実
際
に
作
業
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

　
そ
の
際
の
壁
が
、
母
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
し
た
。90
歳
の
母

に
は
母
の
父
母
の
名
前
し
か
わ
か
ら
ず
、祖
父
母
の
姓
も
名
も
ま
っ
た
く

知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
母
方
の
役
所
は
大
分
県
国
東
市
、
父
方
は
阿
蘇
郡
黒
川
村
、
と
い
う
こ

と
し
か
わ
か
ら
ず
、そ
の
役
場
ま
で
90
歳
の
母
を
連
れ
て
行
っ
て
戸
籍
を

取
り
、手
繰
る
の
か
と
行
く
手
が
は
ば
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
と
き
に
東
京
の
次
女
か
ら
本
籍
地
の
直
方
市
役
所
で
か
な
り

上
の
方
ま
で
遡
っ
て
戸
籍
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
情
報
を
得
ま
し

た
。長
男
が
市
役
所
に
行
き
、江
戸
時
代
ま
で
、４
代
前
ま
で
の
戸
籍
謄
本

を
取
得
で
き
ま
し
た
。（
2
0
，0
0
0
円
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。）

　
そ
れ
で
出
来
上
が
っ
た
の
が
、
こ
の
家
系
図（
図
１
）で
す
。こ
れ
か
ら
母

の
自
分
史
編
纂
に
入
り
ま
す
。耳
の
悪
い
母
へ
の
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し

た
。何
度
も
同
じ
話
を
繰
り
返
し
、
枝
葉
の
話
。そ
れ
ら
を
書
き
起
こ
し
て
、

母
の
希
望
に
添
っ
た
自
分
史
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。み
な
さ
ん
も
戸
籍

を
取
り
寄
せ
て
み
て
、
家
系
図
を
作
っ
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ご
要
望
が
あ
れ
ば
、続
編
で
、そ
の
後
を
投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
直
方
組
合
員

　ペ
ン
ネ
ー
ム 

そ
う
の
ま
や
）

ピアノサークル  弾き合い会   募集中
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気
を
付
け
て
み
よ
う 

み
ん
な
の
健
康
コ
ー
ナ
ー

①
耳
の
フ
レ
イ
ル（
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
）

　
耳
の
フ
レ
イ
ル
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ

イ
ル
）
は
、
耳
の
虚
弱
（
聞
き
と
る
機

能
の
衰
え
）
を
い
い
ま
す
。

　
聴
力
が
低
下
す
る
と
、
会
話
に
消
極

的
に
な
っ
た
り
、
社
会
参
加
の
範
囲
を

狭
く
な
る
こ
と
が
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
に
つ
な
が
り
、
認
知
症
や
う
つ

病
と
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　
聞
こ
え
づ
ら
さ
が
気
に
な
り
は
じ
め

た
時
が
、
受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

治
療
開
始
が
遅
く
な
る
と
、
治
療
効
果

に
影
響
が
出
る
病
気
も
あ
り
ま
す
。
聞

こ
え
の
変
化
を
感
じ
た
ら
、
は
や
め
に

耳
鼻
咽
喉
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

≪聞こえのチェックリスト≫を試してみましょう！

（一般社団法人日本臨床耳鼻咽喉医会HP/一般社団法人日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会HPより抜粋）

《
加
齢
に
伴
う
難
聴
の
予
防
の
た
め
に
》

与
党
も
無
視
で
き
な
い
世
論

　
総
選
挙
の
争
点
の
一
つ
に
な
っ
た

「
消
費
税
」。連
日
、
テ
レ
ビ
等
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
、「
食
料
品
の
み
ゼ

ロ
％
に
す
る
」「
一
律
５
％
と
す
る
」

「
廃
止
す
る
」「
財
源
は
ど
う
す
る

の
か
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や

提
案
が
出
さ
れ
、
国
民
は
惑
わ
さ

れ
ま
し
た
。１
９
８
９
年
に
税
率

３
％
で
始
ま
り
５
％
、
８
％
、
10
％

へ
と
徐
々
に
増
税
さ
れ
る
中
、
物
価

高
騰
な
ど
で
国
民
の
暮
ら
し
が
厳

し
く
な
り
、「
こ
の
ま
ま
で
は
生
活

が
苦
し
く
な
る
ば
か
り
、
何
と
か

し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
日
増
し
に

高
ま
り
、
政
府
与
党
も
世
論
を
無

視
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　〝
失
わ
れ
た
30
年
〞と
消
費
税
の

関
係
も
大
き
な
問
題
と
さ
れ
て
い

ま
す
。消
費
税
は
日
本
社
会
に
本

当
に
必
要
な
の
か
ど
う
か
、
消
費
税

の
基
礎
的
内
容
に
つ
い
て
ご
一
緒
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。（
参
考
：
消

費
税
廃
止
各
界
連
絡
会
、
全
国
商

工
団
体
連
合
会
、
消
費
税
を
な
く

す
の
会
な
ど
）

　
消
費
税
は
消
費
者
が
払
っ
て
い

る
よ
う
で
、
そ
の
実
、
税
金
を
国
に

納
め
て
い
る
の
は
事
業
者
（
法
人
、

個
人
問
わ
ず
）で
す
。そ
し
て
、消
費

税
の
仕
組
み
や
矛
盾
点
、
問
題
点

な
ど
一
般
の
国
民
に
は
知
ら
さ
れ

て
い
な
い
実
態
が
あ
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、「
輸
出
還
付
金
」「
免

税
」「
非
課
税
」「
仕
入
税
額
控
除
」

「
税
金
滞
納
」「
イ
ン
ボ
イ
ス
」
な

ど
、
専
門
用
語
を
分
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
す
。消
費
税
の
仕
組
み

を
知
る
こ
と
で
、
失
わ
れ
た
30
年
の

原
因
を
理
解
し
、
消
費
税
廃
止
、イ

ン
ボ
イ
ス
廃
止
の
展
望
が
開
け
て

き
ま
す
。

消
費
税
の
現
実
そ
の
１…

消
費
税

は
価
格
の
一
部
。納
税
す
る
の
は

事
業
者

　
消
費
税
は
現
在
、
原
則
10
％（
食

料
品
や
定
期
購
読
の
新
聞
は

８
％
）
で
す
。消
費
者
は
１
，
０
０
０

円
の
品
物
を
買
う
際
に
そ
の
10
％

の
１
０
０
円
を
払
い
ま
す
。こ
の
時

点
で
は
、
消
費
者
が
消
費
税
を
負

担
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。と
こ
ろ

が
、
納
税
者（
国
に
税
金
を
納
め
て

い
る
人
）は
、
個
人
事
業
主
や
法
人

企
業
な
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
裁
判
で
も
確
定
し
て
い

ま
す
が
、
消
費
税
は
事
業
者
が
消

費
者
か
ら
預
か
っ
た
も
の
で
は
な

消
費
税
廃
止
へ
の
道
を
探
る

消
費
税
基
礎
講
座
❶

直
方
市
　岐
部 

博
之

（
消
費
税
廃
止
各
界
連
絡
会
）

く
、
価
格
の
一
部
で
す
。つ
ま
り
、
上

記
の
例
で
い
う
と
価
格
は
１
、
１
０

０
と
い
う
こ
と
で
す
。お
店
は
需
要

と
供
給
の
関
係
を
見
な
が
ら
価
格

を
設
定
し
ま
す
。税
込
み
価
格
１
、

０
０
０
円
も
あ
り
う
る
し
、
そ
の

際
、
消
費
税
は
91
円
と
な
る
わ
け

で
す
。

　
そ
う
し
て
、１
年
間
の
売
り
上
げ

に
か
か
る
消
費
税
か
ら
仕
入
れ
や

経
費
に
か
か
る
消
費
税
を
差
し
引

い
て
（
仕
入
税
額
控
除
）
計
算
し
た

消
費
税
を
納
税
（
ま
た
は
還
付
）
し

ま
す
。（
つ
づ
く
）

（
1
） 

耳
に
や
さ
し
い
生
活
を
心
が
け
る

◉
大
音
量
で
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、音
楽
を
聴
い
た

　
り
し
な
い

◉
騒
音
な
ど
、大
き
な
音
が
常
時
出
て
い
る
場
所

　
を
避
け
る

◉
騒
音
下
で
仕
事
を
し
て
い
る
方
は
耳
栓
を
す
る

◉
静
か
な
場
所
で
耳
を
休
ま
せ
る
時
間
を
作
る

（
2
） 

老
化
を
遅
ら
せ
る
た
め
の
生
活
習
慣

　

 

　の
見
直
し

◉
生
活
習
慣
病
の
管
理
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

　
た
食
事

◉
適
度
な
運
動

◉
規
則
正
し
い
睡
眠

◉
禁
煙

（
3
） 

早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
に

　

 

　定
期
的
に
耳
鼻
咽
喉
科
受
診
を
！



2026年（令和８年）３月発行2026年（令和８年）３月発行 No.138No.138 （8）（9）

気
を
付
け
て
み
よ
う 

み
ん
な
の
健
康
コ
ー
ナ
ー

①
耳
の
フ
レ
イ
ル（
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
）

　
耳
の
フ
レ
イ
ル
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ

イ
ル
）
は
、
耳
の
虚
弱
（
聞
き
と
る
機

能
の
衰
え
）
を
い
い
ま
す
。

　
聴
力
が
低
下
す
る
と
、
会
話
に
消
極

的
に
な
っ
た
り
、
社
会
参
加
の
範
囲
を

狭
く
な
る
こ
と
が
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
に
つ
な
が
り
、
認
知
症
や
う
つ

病
と
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　
聞
こ
え
づ
ら
さ
が
気
に
な
り
は
じ
め

た
時
が
、
受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

治
療
開
始
が
遅
く
な
る
と
、
治
療
効
果

に
影
響
が
出
る
病
気
も
あ
り
ま
す
。
聞

こ
え
の
変
化
を
感
じ
た
ら
、
は
や
め
に

耳
鼻
咽
喉
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

≪聞こえのチェックリスト≫を試してみましょう！

（一般社団法人日本臨床耳鼻咽喉医会HP/一般社団法人日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会HPより抜粋）

《
加
齢
に
伴
う
難
聴
の
予
防
の
た
め
に
》

与
党
も
無
視
で
き
な
い
世
論

　
総
選
挙
の
争
点
の
一
つ
に
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日
、
テ
レ
ビ
等
で
も
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品
の
み
ゼ
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に
す
る
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一
律
５
％
と
す
る
」

「
廃
止
す
る
」「
財
源
は
ど
う
す
る

の
か
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や

提
案
が
出
さ
れ
、
国
民
は
惑
わ
さ

れ
ま
し
た
。１
９
８
９
年
に
税
率

３
％
で
始
ま
り
５
％
、
８
％
、
10
％

へ
と
徐
々
に
増
税
さ
れ
る
中
、
物
価

高
騰
な
ど
で
国
民
の
暮
ら
し
が
厳

し
く
な
り
、「
こ
の
ま
ま
で
は
生
活

が
苦
し
く
な
る
ば
か
り
、
何
と
か

し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
日
増
し
に

高
ま
り
、
政
府
与
党
も
世
論
を
無

視
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　〝
失
わ
れ
た
30
年
〞と
消
費
税
の

関
係
も
大
き
な
問
題
と
さ
れ
て
い

ま
す
。消
費
税
は
日
本
社
会
に
本

当
に
必
要
な
の
か
ど
う
か
、
消
費
税

の
基
礎
的
内
容
に
つ
い
て
ご
一
緒
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。（
参
考
：
消

費
税
廃
止
各
界
連
絡
会
、
全
国
商

工
団
体
連
合
会
、
消
費
税
を
な
く

す
の
会
な
ど
）

　
消
費
税
は
消
費
者
が
払
っ
て
い

る
よ
う
で
、
そ
の
実
、
税
金
を
国
に

納
め
て
い
る
の
は
事
業
者
（
法
人
、

個
人
問
わ
ず
）で
す
。そ
し
て
、消
費

税
の
仕
組
み
や
矛
盾
点
、
問
題
点

な
ど
一
般
の
国
民
に
は
知
ら
さ
れ

て
い
な
い
実
態
が
あ
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、「
輸
出
還
付
金
」「
免

税
」「
非
課
税
」「
仕
入
税
額
控
除
」

「
税
金
滞
納
」「
イ
ン
ボ
イ
ス
」
な

ど
、
専
門
用
語
を
分
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
す
。消
費
税
の
仕
組
み

を
知
る
こ
と
で
、
失
わ
れ
た
30
年
の

原
因
を
理
解
し
、
消
費
税
廃
止
、イ

ン
ボ
イ
ス
廃
止
の
展
望
が
開
け
て

き
ま
す
。

消
費
税
の
現
実
そ
の
１…

消
費
税

は
価
格
の
一
部
。納
税
す
る
の
は

事
業
者

　
消
費
税
は
現
在
、
原
則
10
％（
食

料
品
や
定
期
購
読
の
新
聞
は

８
％
）
で
す
。消
費
者
は
１
，
０
０
０

円
の
品
物
を
買
う
際
に
そ
の
10
％

の
１
０
０
円
を
払
い
ま
す
。こ
の
時

点
で
は
、
消
費
者
が
消
費
税
を
負

担
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。と
こ
ろ

が
、
納
税
者（
国
に
税
金
を
納
め
て

い
る
人
）は
、
個
人
事
業
主
や
法
人

企
業
な
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
裁
判
で
も
確
定
し
て
い

ま
す
が
、
消
費
税
は
事
業
者
が
消

費
者
か
ら
預
か
っ
た
も
の
で
は
な

消
費
税
廃
止
へ
の
道
を
探
る

消
費
税
基
礎
講
座
❶

直
方
市
　岐
部 

博
之

（
消
費
税
廃
止
各
界
連
絡
会
）

く
、
価
格
の
一
部
で
す
。つ
ま
り
、
上

記
の
例
で
い
う
と
価
格
は
１
、
１
０

０
と
い
う
こ
と
で
す
。お
店
は
需
要

と
供
給
の
関
係
を
見
な
が
ら
価
格

を
設
定
し
ま
す
。税
込
み
価
格
１
、

０
０
０
円
も
あ
り
う
る
し
、
そ
の

際
、
消
費
税
は
91
円
と
な
る
わ
け

で
す
。

　
そ
う
し
て
、１
年
間
の
売
り
上
げ

に
か
か
る
消
費
税
か
ら
仕
入
れ
や

経
費
に
か
か
る
消
費
税
を
差
し
引

い
て
（
仕
入
税
額
控
除
）
計
算
し
た

消
費
税
を
納
税
（
ま
た
は
還
付
）
し

ま
す
。（
つ
づ
く
）

（
1
） 

耳
に
や
さ
し
い
生
活
を
心
が
け
る

◉
大
音
量
で
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、音
楽
を
聴
い
た

　
り
し
な
い

◉
騒
音
な
ど
、大
き
な
音
が
常
時
出
て
い
る
場
所

　
を
避
け
る

◉
騒
音
下
で
仕
事
を
し
て
い
る
方
は
耳
栓
を
す
る

◉
静
か
な
場
所
で
耳
を
休
ま
せ
る
時
間
を
作
る

（
2
） 

老
化
を
遅
ら
せ
る
た
め
の
生
活
習
慣

　

 

　の
見
直
し

◉
生
活
習
慣
病
の
管
理
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

　
た
食
事

◉
適
度
な
運
動

◉
規
則
正
し
い
睡
眠

◉
禁
煙

（
3
） 
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
に

　

 
　定
期
的
に
耳
鼻
咽
喉
科
受
診
を
！
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87
▼
タ
テ
、ヨ
コ
の《
カ
ギ
》に
従
っ
て
マ
ス
目
に
言
葉
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、右
下
隅
に
☆
の
あ
る
マ
ス
に
は
漢

字
が
入
り
ま
す
。タ
テ
、ヨ
コ
で
漢
字
の
読
み
は
違
っ
て
い

ま
す
。す
べ
て
の
マ
ス
を
埋
め
終
わ
っ
た
ら
、二
重
マ
ス
の
中

の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、〈
ヒ
ン
ト
〉に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
が
答
え
で
す
。

〈
ヒ
ン
ト
〉

葉
で
包
ま
れ
、ピ
ン
ク
の
色
が

食
欲
を
そ
そ
り
ま
す

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

ロスク ワ ド パー ズル

春
、
紫
色
の
花
が
咲
き
ま
す

横
綱
の
土
俵
入
り
、
従
う
力
士
の
１
人
が

持
っ
て
い
る
物

人
口
が
多
く
繁
華
街
な
ど
が
あ
る
所

争
い
が
起
こ
り
世
の
中
が
騒
然
と
な
る
こ
と
。

応
仁
の
〜

出
か
け
る
人
に
「
ど
ち
ら
へ
？
」
と
尋
ね
ま
す

ひ
さ
し
を
貸
し
て
〜
を
取
ら
れ
る

悪
い
も
の
に
取
り
つ
か
れ
な
い
よ
う
に

身
に
着
け
ま
す

経
済
的
に
困
っ
て
い
る
人
に
用
立
て
る
も
の

生
ま
れ
た
年
が
一
緒

深
い
考
え
も
な
く
行
動
す
る
こ
と
。
〜
な
登
山

比
喩
的
に
騒
動
や
事
件
を
引
き
起
こ
す
大
本

根
と
花
の
間

こ
こ
か
ら
出
発
で
す

人
や
車
が
通
行
す
る
所
。
〜
に
迷
う

窓
を
開
け
て
風
を
入
れ
ま
し
ょ
う

英
語
で
「
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｗ
」

手
紙
の
宛
名
の
下
に
付
け
る
敬
称

だ
ま
し
や
す
い
人
。
い
い
〜
だ

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す

重
大
な
場
面
に
臨
ん
で
体
が
緊
張
す
る
こ
と

お
金
の
出
入
り
を
記
録
す
る
技
法

最
近
は
デ
ト
ッ
ク
ス
と
も
言
う
よ
う
で
す

事
業
を
続
け
て
い
く
上
で
必
要
な
元
手

前回の答（№86）

（
ハ
ツ
モ
ウ
デ
）

◎
完
成
し
た
言
葉
と「
ひ
ゃ
く
さ
い
」の
感
想

な
ど
を
は
が
き
に
書
い
て
、「
ふ
く
し
生
協
・

広
報
委
員
会
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
係
」ま

で

　月

　日
必
着
。ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
の
ご
回
答
も
可
能
で
す
。 

98 9

12

13

9 10

5

8

2

■
前
回
の
答
え
は「
初
詣
」で
し
た
。

☆

☆

☆

6

1716

4

10

■
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
左
記
10
名
に

Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
５
０
０
円
券
を
お
送
り

い
た
し
ま
し
た
。

4

18

15

1

7

11

14
　
▼
職
員
リ
レ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
土
鍋

で
ご
飯
、
私
も
お
粥
は
必
ず
土
鍋
で

す
。た
ま
に
ご
飯
も
、
な
べ
用
の
土
鍋

で
炊
き
ま
す
。陶
器
は
火
の
周
り
も

全
体
に
行
き
渡
る
の
で
、
ふ
っ
く
ら
と

な
り
ま
す
。ガ
ス
や
電
気
で
沸
か
す

お
風
呂
と
、
薪
で
沸
か
す
お
風
呂
の

温
か
さ
の
違
い
、
わ
か
る
人
少
な
い
で

し
ょ
う
。何
事
も
早
い
の
が
良
い
の
で

な
く
「
じ
っ
く
り
」
の
よ
さ
も
知
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

（
宗
像
市

　ペ
ン
ネ
ー
ム
ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
）

　
▼
20
数
年
前
娘
が
精
神
科
に
勤
め

て
お
り
ま
す
時
に
オ
ム
ツ
交
換
の
時

間
が
早
く
来
れ
ば
い
い
、
す
ぐ
で
も
き

れ
い
に
替
え
て
あ
げ
た
い
と
云
っ
た

の
で
私
は
う
か
つ
に
も
び
っ
く
り
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
時
以
来
介
護
の
仕
事
に
携

わ
っ
て
あ
る
方
達
を
す
ご
く
尊
敬
と

感
謝
の
気
持
ち
で
居
り
ま
す
が
、ひ
ゃ

く
さ
い
で
は
数
十
年
も
頑
張
っ
て
お

ら
れ
る
方
達
が
お
ら
れ
て
す
ご
い
で

す
。あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

（
福
岡
市
東
区
・
池
口

　悦
子
）

　
▼
頭
の
体
操
に
も
な
る
の
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
解
き
ま
し
た
。

（
飯
塚
市
・
匿
名
希
望
）

　
▼
競
馬
の
大
好
き
だ
っ
た
父
が
今

年
永
眠
し
ま
し
た
。天
国
で
も
楽
し

ん
で
い
て
ほ
し
い
で
す
。

（
福
岡
市
早
良
区
・
匿
名
希
望
）

　
▼
能
登
地
方
の
現
状
、
専
務
理
事

花
田
眞
人
氏
の
能
登
を
訪
問
さ
れ
た

様
子
、
と
て
も
ま
だ
ま
だ
大
変
な
状

況
が
続
い
て
い
る
と
の
事
。福
岡
も
他

の
事
と
感
せ
ず
日
頃
か
ら
の
災
害
の

対
策
を
お
こ
た
り
な
く
や
っ
て
お
く

事
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

（
粕
屋
町
・
合
屋

　美
智
子
）

　
▼
20
周
年
を
迎
え
て
（
Ｐ
４
）、
水

巻
事
業
所
長
の
藤
田
真
弓
さ
ん
の

「
赤
と
ん
ぼ
ビ
ル
」
を
建
て
た
い
と
の

夢
、
応
援
し
ま
す
。様
々
な
幅
広
い

方
々
が
集
い
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
場

所
が
で
き
る
と
す
ば
ら
し
い
と
思
い

ま
す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
抱
樸
が
建
設
中

（
北
九
州
市
小
倉
地
区
）
の
「
希
望
の

ま
ち
」に
通
じ
る
と
思
い
ま
す
。

　
誰
も
が
「
助
け
て
」
と
言
え
る
ま

ち
、「
孤
立
す
る
人
が
い
な
い
ま
ち
」は

希
望
で
す
。水
巻
に
も
そ
ん
な
ま
ち
に

で
き
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
藤
田
さ
ん
、
お
身
体
を
大
切
に
さ

れ
て
夢
を
実
現
し
て
下
さ
い
！

（
水
巻
町
・
村
田

　和
子
）

　
▼
藤
田
真
弓
さ
ん
の〝
赤
と
ん
ぼ

ビ
ル
〞素
敵
！

　
30
余
年
前
ま
で
何
故
か
急
に
見
知

ら
ぬ
お
年
寄
り
の
方
々
の
た
ま
り
場

に
？
縁
側
か
ら
来
ら
れ
サ
ン
ル
ー
ム

で
二
・
三
時
間「
あ
ん
た
の
じ
ゃ
ま
は

せ
ん
」「
こ
こ
は
極
楽
の
ご
と
あ
る
」

「
庭
に
は
い
つ
も
花
い
っ
ぱ
い
！
」と
た

だ
た
だ
ニ
コ
ニ
コ
さ
れ
て
い
る
だ
け
、

お
茶
を
の
ん
び
り
飲
ま
れ
て
い
た
。

　
な
ぜ
か
私
も
全
く
気
に
な
ら
な

か
っ
た
。懐
か
し
い
キ
ツ
ネ
に
つ
ま
ま

れ
た
よ
う
な
不
思
議
な
日
々
を
思
い

出
し
ま
し
た
。

（
水
巻
町
・
江
上

　淑
子
）

　
▼
み
ん
な
の
文
芸
広
場
で
皆
さ
ん

の
す
ば
ら
し
い
作
品
を
拝
見
で
き
て

う
れ
し
い
で
す
！！

（
飯
塚
市
・
富
田

　順
子
）

　
▼
高
齢
者
福
祉
生
協
が
結
成
さ
れ

今
年
で
25
年
で
す
。私
は
当
初
か
ら

の
組
合
員
で
職
員
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。

　
夢
ひ
ろ
ば
か
ら
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

と
し
て
訪
問
介
護
か
ら
始
め
、
今
は

水
巻
の
赤
と
ん
ぼ
で
働
い
て
い
ま
す
。

今
年
も
元
気
で
頑
張
り
ま
す
。

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
・
板
山

　一
子
）

　
▼
名
著
紹
介
で
の「
書
い
て
は
い
け

な
い
」（
森
永
卓
郎
氏
）
を
図
書
館
で

借
り
た
く
て
電
話
し
ま
し
た
ら
、
２

５
７
番
待
ち
と
い
わ
れ
、
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。

（
福
岡
市
東
区
・
亀
丸

　洋
子
）

　
▼
子
ど
も
の
頃
は
お
参
り
に
行
く

よ
り
子
ど
も
の
お
み
く
じ
を
引
く
の

が
楽
し
み
で
し
た
。大
き
な
文
字
で

わ
か
り
や
す
く
書
い
て
あ
り
、
読
む
の

が
本
を
読
む
の
と
同
じ
く
ら
い
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
し
た
。今
年
も
ハ
ッ
ピ
ー
な

一
年
に
な
る
と
い
い
な
あ
！！

（
北
九
州
市
小
倉
南
区
・
谷
田

　悦
子
）

　
▼
百
歳
バ
ン
ザ
イ
！
！
可
愛
い
笑

顔
の
田
崎
節
子
さ
ん
。い
つ
ま
で
も
お

健
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。私
も

後
か
ら
続
き
ま
す
。

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
な
り
さ
ん
）

　
▼
寒
中
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
健
康
で
楽
し
い
事
が
あ
り
ま

す
よ
う
に
！

　
白
寿
の
田
崎
さ
ん
の
笑
顔
、
最
高

で
す
ね
。

（
福
岡
市
東
区
・
長
野

　光
子
）

読  

者  

の  

声
（
敬
称
略
）

合
屋
美
智
子
様 

（
糟
屋
郡
粕
屋
町
）

ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
様 

（
宗
像
市
鐘
崎
）

板
山
　
一
子
様 

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

谷
田
　
悦
子
様 

（
北
九
州
市
小
倉
南
区
）

宇
塚
美
千
代
様 

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

な
り
さ
ん
様
　 

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

古
門
　
文
江
様 

（
行
橋
市
道
場
寺
）

長
野
　
光
子
様 

（
福
岡
市
東
区
）

亀
丸
　
洋
子
様 

（
福
岡
市
東
区
）

池
口
　
悦
子
様 

（
福
岡
市
東
区
）
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87
▼
タ
テ
、ヨ
コ
の《
カ
ギ
》に
従
っ
て
マ
ス
目
に
言
葉
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、右
下
隅
に
☆
の
あ
る
マ
ス
に
は
漢

字
が
入
り
ま
す
。タ
テ
、ヨ
コ
で
漢
字
の
読
み
は
違
っ
て
い

ま
す
。す
べ
て
の
マ
ス
を
埋
め
終
わ
っ
た
ら
、二
重
マ
ス
の
中

の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、〈
ヒ
ン
ト
〉に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
が
答
え
で
す
。

〈
ヒ
ン
ト
〉

葉
で
包
ま
れ
、ピ
ン
ク
の
色
が

食
欲
を
そ
そ
り
ま
す

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

ロスク ワ ド パー ズル

春
、
紫
色
の
花
が
咲
き
ま
す

横
綱
の
土
俵
入
り
、
従
う
力
士
の
１
人
が

持
っ
て
い
る
物

人
口
が
多
く
繁
華
街
な
ど
が
あ
る
所

争
い
が
起
こ
り
世
の
中
が
騒
然
と
な
る
こ
と
。

応
仁
の
〜

出
か
け
る
人
に
「
ど
ち
ら
へ
？
」
と
尋
ね
ま
す

ひ
さ
し
を
貸
し
て
〜
を
取
ら
れ
る

悪
い
も
の
に
取
り
つ
か
れ
な
い
よ
う
に

身
に
着
け
ま
す

経
済
的
に
困
っ
て
い
る
人
に
用
立
て
る
も
の

生
ま
れ
た
年
が
一
緒

深
い
考
え
も
な
く
行
動
す
る
こ
と
。
〜
な
登
山

比
喩
的
に
騒
動
や
事
件
を
引
き
起
こ
す
大
本

根
と
花
の
間

こ
こ
か
ら
出
発
で
す

人
や
車
が
通
行
す
る
所
。
〜
に
迷
う

窓
を
開
け
て
風
を
入
れ
ま
し
ょ
う

英
語
で
「
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｗ
」

手
紙
の
宛
名
の
下
に
付
け
る
敬
称

だ
ま
し
や
す
い
人
。
い
い
〜
だ

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す

重
大
な
場
面
に
臨
ん
で
体
が
緊
張
す
る
こ
と

お
金
の
出
入
り
を
記
録
す
る
技
法

最
近
は
デ
ト
ッ
ク
ス
と
も
言
う
よ
う
で
す

事
業
を
続
け
て
い
く
上
で
必
要
な
元
手

前回の答（№86）

（
ハ
ツ
モ
ウ
デ
）

◎
完
成
し
た
言
葉
と「
ひ
ゃ
く
さ
い
」の
感
想

な
ど
を
は
が
き
に
書
い
て
、「
ふ
く
し
生
協
・

広
報
委
員
会
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
係
」ま

で

　月

　日
必
着
。ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
の
ご
回
答
も
可
能
で
す
。 

98 9

12

13

9 10

5

8

2

■
前
回
の
答
え
は「
初
詣
」で
し
た
。

☆

☆

☆

6

1716

4

10

■
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
左
記
10
名
に

Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
５
０
０
円
券
を
お
送
り

い
た
し
ま
し
た
。

4

18

15

1

7

11

14
　
▼
職
員
リ
レ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
土
鍋

で
ご
飯
、
私
も
お
粥
は
必
ず
土
鍋
で

す
。た
ま
に
ご
飯
も
、
な
べ
用
の
土
鍋

で
炊
き
ま
す
。陶
器
は
火
の
周
り
も

全
体
に
行
き
渡
る
の
で
、
ふ
っ
く
ら
と

な
り
ま
す
。ガ
ス
や
電
気
で
沸
か
す

お
風
呂
と
、
薪
で
沸
か
す
お
風
呂
の

温
か
さ
の
違
い
、
わ
か
る
人
少
な
い
で

し
ょ
う
。何
事
も
早
い
の
が
良
い
の
で

な
く
「
じ
っ
く
り
」
の
よ
さ
も
知
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

（
宗
像
市

　ペ
ン
ネ
ー
ム
ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
）

　
▼
20
数
年
前
娘
が
精
神
科
に
勤
め

て
お
り
ま
す
時
に
オ
ム
ツ
交
換
の
時

間
が
早
く
来
れ
ば
い
い
、
す
ぐ
で
も
き

れ
い
に
替
え
て
あ
げ
た
い
と
云
っ
た

の
で
私
は
う
か
つ
に
も
び
っ
く
り
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
時
以
来
介
護
の
仕
事
に
携

わ
っ
て
あ
る
方
達
を
す
ご
く
尊
敬
と

感
謝
の
気
持
ち
で
居
り
ま
す
が
、ひ
ゃ

く
さ
い
で
は
数
十
年
も
頑
張
っ
て
お

ら
れ
る
方
達
が
お
ら
れ
て
す
ご
い
で

す
。あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

（
福
岡
市
東
区
・
池
口

　悦
子
）

　
▼
頭
の
体
操
に
も
な
る
の
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
解
き
ま
し
た
。

（
飯
塚
市
・
匿
名
希
望
）

　
▼
競
馬
の
大
好
き
だ
っ
た
父
が
今

年
永
眠
し
ま
し
た
。天
国
で
も
楽
し

ん
で
い
て
ほ
し
い
で
す
。

（
福
岡
市
早
良
区
・
匿
名
希
望
）

　
▼
能
登
地
方
の
現
状
、
専
務
理
事

花
田
眞
人
氏
の
能
登
を
訪
問
さ
れ
た

様
子
、
と
て
も
ま
だ
ま
だ
大
変
な
状

況
が
続
い
て
い
る
と
の
事
。福
岡
も
他

の
事
と
感
せ
ず
日
頃
か
ら
の
災
害
の

対
策
を
お
こ
た
り
な
く
や
っ
て
お
く

事
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

（
粕
屋
町
・
合
屋

　美
智
子
）

　
▼
20
周
年
を
迎
え
て
（
Ｐ
４
）、
水

巻
事
業
所
長
の
藤
田
真
弓
さ
ん
の

「
赤
と
ん
ぼ
ビ
ル
」
を
建
て
た
い
と
の

夢
、
応
援
し
ま
す
。様
々
な
幅
広
い

方
々
が
集
い
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
場

所
が
で
き
る
と
す
ば
ら
し
い
と
思
い

ま
す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
抱
樸
が
建
設
中

（
北
九
州
市
小
倉
地
区
）
の
「
希
望
の

ま
ち
」に
通
じ
る
と
思
い
ま
す
。

　
誰
も
が
「
助
け
て
」
と
言
え
る
ま

ち
、「
孤
立
す
る
人
が
い
な
い
ま
ち
」は

希
望
で
す
。水
巻
に
も
そ
ん
な
ま
ち
に

で
き
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
藤
田
さ
ん
、
お
身
体
を
大
切
に
さ

れ
て
夢
を
実
現
し
て
下
さ
い
！

（
水
巻
町
・
村
田

　和
子
）

　
▼
藤
田
真
弓
さ
ん
の〝
赤
と
ん
ぼ

ビ
ル
〞素
敵
！

　
30
余
年
前
ま
で
何
故
か
急
に
見
知

ら
ぬ
お
年
寄
り
の
方
々
の
た
ま
り
場

に
？
縁
側
か
ら
来
ら
れ
サ
ン
ル
ー
ム

で
二
・
三
時
間「
あ
ん
た
の
じ
ゃ
ま
は

せ
ん
」「
こ
こ
は
極
楽
の
ご
と
あ
る
」

「
庭
に
は
い
つ
も
花
い
っ
ぱ
い
！
」と
た

だ
た
だ
ニ
コ
ニ
コ
さ
れ
て
い
る
だ
け
、

お
茶
を
の
ん
び
り
飲
ま
れ
て
い
た
。

　
な
ぜ
か
私
も
全
く
気
に
な
ら
な

か
っ
た
。懐
か
し
い
キ
ツ
ネ
に
つ
ま
ま

れ
た
よ
う
な
不
思
議
な
日
々
を
思
い

出
し
ま
し
た
。

（
水
巻
町
・
江
上

　淑
子
）

　
▼
み
ん
な
の
文
芸
広
場
で
皆
さ
ん

の
す
ば
ら
し
い
作
品
を
拝
見
で
き
て

う
れ
し
い
で
す
！！

（
飯
塚
市
・
富
田

　順
子
）

　
▼
高
齢
者
福
祉
生
協
が
結
成
さ
れ

今
年
で
25
年
で
す
。私
は
当
初
か
ら

の
組
合
員
で
職
員
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。

　
夢
ひ
ろ
ば
か
ら
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

と
し
て
訪
問
介
護
か
ら
始
め
、
今
は

水
巻
の
赤
と
ん
ぼ
で
働
い
て
い
ま
す
。

今
年
も
元
気
で
頑
張
り
ま
す
。

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
・
板
山

　一
子
）

　
▼
名
著
紹
介
で
の「
書
い
て
は
い
け

な
い
」（
森
永
卓
郎
氏
）
を
図
書
館
で

借
り
た
く
て
電
話
し
ま
し
た
ら
、
２

５
７
番
待
ち
と
い
わ
れ
、
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。

（
福
岡
市
東
区
・
亀
丸

　洋
子
）

　
▼
子
ど
も
の
頃
は
お
参
り
に
行
く

よ
り
子
ど
も
の
お
み
く
じ
を
引
く
の

が
楽
し
み
で
し
た
。大
き
な
文
字
で

わ
か
り
や
す
く
書
い
て
あ
り
、
読
む
の

が
本
を
読
む
の
と
同
じ
く
ら
い
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
し
た
。今
年
も
ハ
ッ
ピ
ー
な

一
年
に
な
る
と
い
い
な
あ
！！

（
北
九
州
市
小
倉
南
区
・
谷
田

　悦
子
）

　
▼
百
歳
バ
ン
ザ
イ
！
！
可
愛
い
笑

顔
の
田
崎
節
子
さ
ん
。い
つ
ま
で
も
お

健
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。私
も

後
か
ら
続
き
ま
す
。

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
な
り
さ
ん
）

　
▼
寒
中
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
健
康
で
楽
し
い
事
が
あ
り
ま

す
よ
う
に
！

　
白
寿
の
田
崎
さ
ん
の
笑
顔
、
最
高

で
す
ね
。

（
福
岡
市
東
区
・
長
野

　光
子
）

読  

者  

の  

声
（
敬
称
略
）

合
屋
美
智
子
様 

（
糟
屋
郡
粕
屋
町
）

ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
様 

（
宗
像
市
鐘
崎
）

板
山
　
一
子
様 

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

谷
田
　
悦
子
様 

（
北
九
州
市
小
倉
南
区
）

宇
塚
美
千
代
様 

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

な
り
さ
ん
様
　 

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

古
門
　
文
江
様 

（
行
橋
市
道
場
寺
）

長
野
　
光
子
様 

（
福
岡
市
東
区
）

亀
丸
　
洋
子
様 

（
福
岡
市
東
区
）

池
口
　
悦
子
様 

（
福
岡
市
東
区
）

１６７８９111213151618 １２３４５８101112131417

16

4

9 9

10

12

8

4

8

2 3

11
☆

☆

7

16

5

1817

15

1

6

141313

ゲ シ

ヒ

イ ン ハ

ト

ユ

ソ

ン

ゾ

ゲ ン

デ ト ウ

ウ

ガ

テ

鏡

ン

メ

シ モ レ

キ チ ツ キ

キ キ カ

ヌ キ ウ チ

シ カ

行 ジ



嘉飯事業所　岩田 喜與子さん（大正15年生まれ）
イワタ 　キ　ヨ　コ

2026年（令和８年）３月発行No.138

ふくし生協

2026年
（令和８年）

３月発行
No.138

福岡県高齢者福祉生活協同組合
〒810-0801 福岡市博多区中洲5丁目 1-22 松月堂ビル6F
TEL.092-282-1431　FAX.092-282-1433
E-mail：honbu@fukushiseikyou.jp
発行責任者：代表理事　花田 眞人

検索
ご投稿ありがとうございます。

みんなの

文芸文芸文芸
広 場

好きなまちでいきいきと暮らし、住み慣れたまちで安心して老いたい

▲ほのぼの消しゴム版画作品（版：加治美千代　字：鶴田輝子）

（12）

良い笑顔良い笑顔
つながれみんなのつながれみんなの

▲デイミナミ壁紙作品

▲長野光子（福岡市東区）

▲江上淑子（水巻町）

▲古門文江（行橋市）

動物と子どもが大好きな
心優しい岩田様
今年の３月で100歳を迎えます
健康の秘訣はよく食べること
まだまだ長生きするよ（^^）
とよく言葉にされます
目標を言葉にすることは
大事なことかもしれませんね

事 業 所 紹 介
ぬくもり事業所
（糟屋郡粕屋町）

　皆さま、こんにちは！ぬくもり事業所です！当事業所は糟屋郡粕屋町原町にて営業しております。
　１階は定員32名のデイサービス、２階は定員８名のシェアハウスぬくもり、そしてR７年11月よりお隣
にヘルパーステーションぬくもり（訪問介護事業所）が引っ越ししてきました。
　デイサービスでは利用者様のADL（日常生活動作）の維持を目標にひとりひとりにあったメニューを
立て職員がマンツーマンで運動に取り組んでいます。もっと頑張りたい！肩があがりやすくなったなど
の嬉しいお声も頂いています。
　年間の行事や行事食など楽しいイベントも多数行っています。春は桜、梅雨は紫陽花、バラなど四季
折々の花を見にドライブレクリエーションも行い皆様とても喜ばれています。おやつは愛情のこもった
手作りおやつをモットーに職員が頑張って作っています。
　昨年のフェスタでデイ職員がマツケンサンバを披露し利用者様は大喜びでした。是非、ぬくもりの
ヤスケンにも会いにきてください！ある利用者様より「ここは名前のとおりぬくもる場所でぬくもり
やね。」と言って頂いたことがあり本当に嬉しかったです。そんなぬくもりを感じられるような、またぬ
くもりに行きたいなと思えるようなデイサービスを目標に職員一同頑張っています！
　ホームページも日々更新し、イベントの写真や日々の利用者様の笑顔をたくさん載せさせていただ
いています。よかったら皆様ご覧になられてください。見学、体験利用、随時受付中です。是非ぬくもり
事業所に遊びにきてくださいね！ （所長　猪木原  崇子）

ヤスケンも
まっとるよ～オレ！！
ヤスケンも

まっとるよ～オレ！！


